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番号 （6）具体的方策 （7）具体的方策による目標の達成状況
（8）目標
の達成度

1

・居住地校交流を含む交流及び共同学
習を推進し、集団学習機会を保障す
る。
・総合的な学習の時間をはじめとした
授業の話し合い・発表活動場面を通
し、表現力の向上を図る。
・拡大読書器、タブレット端末、プレ
ゼンテーションソフト等を活用して児
童生徒個々の見え方に合わせた教科指
導を充実させ、基礎的・基本的な学習
内容の定着を図る。
・各教科、総合的な学習の時間、特別
活動及び自立活動のそれぞれの特質に
応じて、生徒の発達段階を考慮して道
徳教育を行う。

・交流及び共同学習については、達成度Ａと
自己評価が高かった。新型コロナウイルス感
染予防の観点から昨年度より交流回数が減っ
たケースもあるが、７名の児童生徒が居住地
校交流を実施した。近隣の高校との学校間交
流も含め、感染症対策をとりながら交流でき
た。
・表現力の向上については、教員、保護者と
もに達成度Ａの評価ではあるが、教員の評価
が他の項目と比較するとやや低かった。
・拡大読書器やタブレット端末等、学習場面
に応じて効果的に活用することで、学習内容
の理解につながった。

Ａ

・表現力の向上については、合同授業
や行事が中止になり、発表の機会が少
なくなったことや、他の職員が各教科
の中で表現力の向上を目指す指導をど
のように進めているのか十分知らない
ことが関係すると思われる。今後も話
し合い活動や、発表活動を意図的に設
定、周知し、職員が参観して表現力の
向上に努めたい。
・道徳教育の充実については、保護者
の評価は高かったが、教員の自己評価
がやや低かった。今後は、道徳科の指
導内容を盛り込んだ体験活動を充実さ
せ、日常生活に生かすことができるよ
うに工夫していく。

2

・研究授業、事例検討会を行い、ＰＤ
ＣＡサイクルに基づいた授業改善に努
める。
・新任者を対象とした校内研修を実施
するとともに、青特研・北東北３県の
ネットワーク等、校外研修に積極的に
参加することで視覚障害教育の専門性
向上に努める。
・発達課題や指導方法についての共通
理解に基づき指導力を高める。

・研究授業、事例検討会等を実施し、実践的
指導力の向上に繋がった。また、生徒の見え
方、発達課題や指導方法について学部で共通
理解を図り、授業改善に役立てた。
・青森県特別支援教育研究会視覚障害教育部
会研究大会が県立盲学校で開かれ、多くの教
員が参加した。視覚障害教育の在り方を主軸
にした実り多い研究大会となった。特別支援
学校における専門性向上研修会では、外部講
師を活用し、視覚障害の基礎的知識について
全職員で研修できた。北東北三県ネットワー
クには、寄宿舎指導員が参加し、専門性の向
上を目指すことができた。

Ａ

・ＩＣＴの活用については、保護者の
平均値がやや低かった。次年度は児童
生徒の実態に合わせた活用の仕方を検
討するとともに、ＩＣＴを取り入れた
授業を保護者に参観していただいた
り、学校だよりに掲載するなどして情
報発信する。

（9）-ア　学校関係者からの意見・要望・評価等

自　　　己　　　評　　　価 学校関係者評価

指導力・専門性
の向上

・生徒の進路の幅が盲学校高等部以外に広
がってきているように感じる。子供の指導等
について進路先にしっかりと引き継ぐように
お願いしたい。

授業の充実

（4）結果の公表

（9）-イ　学校関係者評価委員会の構成

（10）次年度への課題と改善策

・道徳の指導については、指導内容を盛り込
んだ体験活動を充実させ、日常に生かす工夫
が必要である。
・学校行事等が計画通りに行かない中、感染
症対策をして活動できていたのが良いと感じ
た。
・休み時間を確保するため、時間内で授業が
終わることは必要である。
・学校が楽しいと言っている子供が多いのが
嬉しく感じるが、学校で行っている授業等が
保護者に伝わるようにしてほしい。

（5）評価項目

地域の要請に応え貢献する学校づくり
学校評議員４名、ＰＴＡ会長、後援会会長
校長、教頭、事務長、教務主任   合計１０名保護者、教職員には結果を書面で配布し保護者集会､職員会議で説明した。その他、学校のホームページで公

表の予定。

学校整理番号

（現状）在籍児童生徒数は昨年度と同じ、教職員数は昨年度と比較すると５名増である。特別支援学校としては小規模
校ではあるが、地域における特別支援教育のセンター的機能を果たしながら視覚障害を主とした教育の充実に取り組
んでいる。経験豊富な教員を中心に、視覚障害教育の専門性を継承していくことが課題となっている。
（課題）①授業の充実（分かる授業、基礎・基本の定着）　②職員の指導力・専門性（教科指導及び視覚障害教育）の向
上　③安全・安心な教育的環境づくり（いじめの未然防止、安全な給食の実施と食育推進、新型コロナウイルス等の感
染症対策）④地域の要請に応え貢献する学校づくり（地域の中心としての教育相談活動の充実、研修等地域支援の推
進）

授業の充実　

（様式１）

学 校 名

自己評価実施日

学校関係者評価実施日

（2）現状と課題

令和２年度　学校評価結果報告書（特別支援学校用）

（1）学校教育目標

（3）重点目標
指導力・専門性の向上

根気強く実践し、心豊かに、たくましく生き抜く人間を育成する。
   １　進んで学習に取り組む子　　２　仲良く助け合う子　　３　進んで体を鍛える子

安全・安心な教育的環境づくり

対象障害種別
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・定期的なアンケートや個別面談、学
習会を通していじめの未然防止に努
め、気になる記述や様子が見られた際
には組織的に対応する。
・新型コロナウイルス等感染症防止対
策を徹底するとともに、児童生徒自身
の感染予防に関する意識の向上に努め
る。
・設備・備品を効果的に活用するとと
もに適正に管理する。

・いじめの未然防止と組織的な対応に関する
項目は、教員・保護者ともに達成度Ａと高い
評価だった。ハートフルリーダーを中心に実
施したいじめ防止学習会は感染症対策から小
グループ毎に実施し、いじめの早期発見、児
童生徒が安全安心に生活できるよう努めた。
・感染症対策では、毎日職員が児童生徒下校
後に教室や使った物の消毒を行い、給食や行
事等も密にならないよう配慮しながら実施し
た。また、新しい生活様式における熱中症対
策や手洗い・消毒の仕方を保健だよりに掲載
し、児童生徒の感染予防に関する意識の向上
を図った。
・教材のデータベース化を推進するとともに
新規購入した教材教具は写真とともに職員に
周知し、効果的に活用できるように工夫し
た。

Ａ

・いじめ防止学習会については、実施
時期を５月連休前にし、作成したメッ
セージを定期的に読み返し、日頃の言
動を振り返る活動を設定する。
・教材のデータベース化を引き続き推
進し、教材教具が効果的に活用できる
ようにする。
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・八戸盲・聾学校協働相談支援セン
ターでの教育相談活動とサテライト教
室の運営、県立盲学校や視覚障害者情
報センターと連携して視覚障害者を支
援し、地域に貢献する。
・ゲストティーチャーの派遣、愛・Ｅ
yeライブラリーｉｎ八戸の開催を通し
て理解啓発活動を充実させる。
・災害時に備え、地域及び市と連携し
て合同避難訓練を実施する。

・学校経営の重点である地域の要請に応え貢
献する学校づくりは、達成度Ａと高い評価で
あった。小学校へのゲストティーチャー、小
学校、専門学校に講師として出向いての研修
及び講義、地域の小学校の要請に応えた学校
見学など視覚障害の理解啓発活動を積極的に
行った。
・三戸町でサテライト教室を新たに実施し
た。継続した教育相談に繋がったケースが多
く、三戸郡のニーズに応える幅が広がったと
いえる。
・地域住民との合同避難訓練の際には市の防
災担当が来校し、住民に情報を提供していた
だいた。また、質疑応答では活発に意見交換
された。

Ａ

・三戸郡の支援を強化するため、サテ
ライト教室の回数を増やして計画す
る。

（11）総括

・評価については、保護者が到達度Ａ平均３．６１と学校教育に高い評価をしている。また、教員も到達度Ａ平均３．５７と高い評価であり、職員の自己評価では、地域の要請に応え貢献
する学校づくり、保護者の評価では安全・安心な学校づくりに関する項目が高い傾向にあった。課題となった項目や意見・要望については、各学部・分掌等で検討し、具体的な改善策が出
された。全職員で共通理解を図り、改善に努めていく。
・児童生徒のアンケートにおいて、先生は自分たちの話を聞いてくれる、学校が楽しい、学校が好きだの項目が高かったことから、学校生活が充実していると感じていることがうかがえ
る。これからも児童生徒、保護者との信頼を築きながら、全職員力を合わせて視覚障害教育に力を注いでいきたい。

地域の要請に応
え貢献する学校
づくり

・今年度は新型コロナウイルス感染症対策で
中止となったが、柏崎公民館で毎年作品展を
実施している。次年度作品募集の際には協力
してほしい。
・福祉施設でも新型コロナウイルス感染症対
策に気を遣っている。放課後等デイサービス
の場合、濃厚接触者が出た場合の情報提供の
仕方が家庭に任されているので、施設が対応
できるよう学校から保護者に対し情報提供す
るように伝えてほしい。
・様々な行事が中止になる中、青年学級のス
ポーツ体験、合唱教室を開催してもらってい
ることに感謝している。

・感染症対策については、冷静な対応が必要
である。新型コロナウイルス感染によるバッ
シングが起こらなければようにしたい。
・柏崎地区では安全安心パトロールを行って
いるので、何かあれば協力したいと考える。

安全・安心な教
育的環境づくり


